
 

「認知症に関する意識・意向調査」について 

 

 

１．調査の目的 

  認知症に関する計画・条例の検討を進めるにあたり、認知症に関する認識

や理解、社会参加の機会、施策として望むこと等について、アンケート調査

を行う。 

 

 

 

２．調査対象 

 （１）幅広い世代の認知症に対する意識や認識を把握するために、満 18 歳以 

上の区民 2,900 人（無作為抽出）を調査対象とする。 

（２）認知症の方や家族等の当事者の意見を把握するために、認知症やその 

家族 100 人程度を別途調査対象とする。 

 

 

 

３．調査票（調査項目）の趣旨 

（１）幅広い世代の認知症に関する理解や知識、認知症に対して抱くイメー 

ジを調査し、認知症の方が正しく理解され、尊重される地域社会の実 

現に向けて取組を充実する。 

（２）認知症の相談窓口や事業の認知度、認知症の方の生活上の不安、家族 

の介護の負担感や区民の認知症の方との関わりについて、現状を調査 

し、認知症の方や家族等が、医療や福祉、地域の支えにより、生き生 

きと生活できる地域社会の実現を目指す。 

（３）誰もが認知症になる可能性があり、すべての区民が認知症を自分ごと 

と捉え、認知症予防に取り組む地域社会を実現することが大切であるこ

とから、認知症予防に関する区民の意識を調査する。 

（４）その他、認知症に関して充実してほしい支援について調査し、今後の 

区や関係機関の支援の充実につなげていく。 

 

 

 

４．具体的調査項目 

  別紙調査票のとおり 

 

 

 

資料６
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葛飾
か つ し か

区
く

 認
に ん

知
ち

症
しょう

に関
か ん

する意
い

識
し き

・意
い

向
こ う

調
ちょう

査
さ

 

【調
ちょう

査
さ

ご協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い】 

 区民
く み ん

の皆
みな

さまには、日頃
ひ ご ろ

から区政
く せ い

に対
たい

し、ご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

をいただきありがとうございます。 

 葛飾
かつしか

区
く

では、認知症
にんちしょう

の方
かた

の意思
い し

が尊重
そんちょう

され、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で自分
じ ぶ ん

らしく暮
く

らし続
つづ

けられる社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

に向
む

けて、認知症
にんちしょう

に関
かん

する取組
と り く

みを総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

するため、「（仮称
かしょう

）葛飾区
かつしかく

認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

してまいります。あわせて、認知症
にんちしょう

への理解
り か い

促進
そくしん

に向
む

けた条例
じょうれい

を制定
せいてい

していくことと

しています。 

 この計画
けいかく

の策定
さくてい

及
およ

び条例
じょうれい

の制定
せいてい

にあたり、区民
く み ん

の皆
みな

さまから幅
はば

広
ひろ

くご意見
い け ん

をうかがうため、

「葛飾区
かつしかく

認知症
にんちしょう

に関
かん

する意識
い し き

・意向
い こ う

調査
ちょうさ

」を行
おこな

うこととしました。 

 この調査
ちょうさ

は、住民基本台帳
じゅうみんきほんだいちょう

から無作為
む さ く い

に抽 出
ちゅうしゅつ

した満
まん

18歳
さい

以上
いじょう

の 2,900人
にん

の方
かた

にお送
おく

りしていま

す。また、認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

やそのご家
か

族
ぞく

100人
にん

の方
かた

にも個
こ

別
べつ

にお願
ねが

いしています。 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

はすべて統計的
とうけいてき

処理
し ょ り

をいたしますので、個人
こ じ ん

が特定
とくてい

されることはありません。この調査
ちょうさ

目的
もくてき

にのみ使
し

用
よう

し、他
ほか

の目的
もくてき

で使
つか

われることは一切
いっさい

ございません。 

 回答
かいとう

に必要
ひつよう

な時間
じ か ん

は○○分
ふん

程度
て い ど

です。お忙
いそが

しいところ大変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

い

ただき、ご協 力
きょうりょく

くださいますようよろしくお願
ねが

いいたします。 

 令和
れ い わ

７（2025）年
ねん

 ３月
がつ

   葛
かつ

飾
しか

区
く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～ご回
かい

答
とう

にあたってのお願
ねが

い～ 

１．ご回
かい

答
とう

は、宛
あて

名
な

のご本
ほん

人
にん

がご記
き

入
にゅう

ください。ご本
ほん

人
にん

による記
き

入
にゅう

が 難
むずか

しい場
ば

合
あい

は、ご本
ほん

人
にん

の考
かんが

えを

確
かく

認
にん

し、ご家
か

族
ぞく

などが代
か

わりにご記
き

入
にゅう

ください。 

２．質
しつ

問
もん

をよく読
よ

んで、ご回
かい

答
とう

ください。あなたの 考
かんが

え方
かた

にあてはまる番
ばん

号
ごう

を選
えら

んでください。○の数
かず

は、設
せつ

問
もん

によって１つの場
ば

合
あい

と複
ふく

数
すう

の場
ば

合
あい

があります。「その他
た

」をお選
えら

びいただいた場
ば

合
あい

は、その後
あと

にある（   ）内
ない

に具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

をご記
き

入
にゅう

ください。 

３．郵
ゆう

送
そう

で回
かい

答
とう

される場
ば

合
あい

 

この調
ちょう

査
さ

票
ひょう

にご回
かい

答
とう

の上
うえ

、お名
な

前
まえ

や 住
じゅう

所
しょ

は書
か

かずに、○○月○○日（○）までに同
どう

封
ふう

の

封
ふう

筒
とう

（切
きっ

手
て

不
ふ

要
よう

）に入
い

れて、そのままポストに投
とう

函
かん

してください。 

４．インターネットで回
かい

答
とう

される場
ば

合
あい

 

本
ほん

調
ちょう

査
さ

はパソコン、タブレット、スマートフォンからでも回
かい

答
とう

できます。下
か

記
き

専
せん

用
よう

サイトをご利用
り よ う

く

ださい。画
が

面
めん

の指
し

示
じ

に 従
したが

って、○○月○○日（○）までに送
そう

信
しん

してください。 

【お問
と

い合
あ

わせ先
さき

】 葛飾
かつしか

区
く

 高齢者
こうれいしゃ

支援課
し え ん か

 

電
でん

話
わ

：03-ｘｘｘｘ-ｘｘｘｘ Email: ｘｘｘ@ｘｘｘ.ｘｘｘｘ.lg.jp 

調
ちょう

査
さ

専
せ ん

用
よ う

サイト URL ：  

 

 
調査 ID 
パスワード 

調
ちょう

査
さ

の最
さい

初
しょ

のページにおいて、 

左
さ

記
き

の 調
ちょう

査
さ

ID・パスワードを 

入
にゅう

力
りょく

してください。 

二次元コード 
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１．あなた自
じ

身
し ん

のことについておたずねします 

問
とい

１ あなたの年
ねん

齢
れい

を教
おし

えてください。 

 歳
さい

（令
れい

和
わ

７年
ねん

３月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

） 

問
とい

２ あなたの性
せい

別
べつ

を教
おし

えてください。（○は１つだけ） 

１．男
だん

性
せい

 ２．女
じょ

性
せい

 ３．回
かい

答
とう

しない 

問
とい

３ あなたがお住
す

まいの地
ち

区
く

を教
おし

えてください。（○は１つだけ） 

１．水
みず

元
もと

地
ち

区
く

 

２．金
かな

町
まち

・新
にい

宿
じゅく

地
ち

区
く

 

３．柴
しば

又
また

・高
たか

砂
さご

地
ち

区
く

  

４．亀
かめ

有
あり

・青
あお

戸
と

地
ち

区
く

  

５．南
みなみ

綾
あや

瀬
せ

・お花
はな

茶
ぢゃ

屋
や

・堀
ほり

切
きり

地
ち

区
く

 

６．立
たて

石
いし

・四
よ

つ木
ぎ

地
ち

区
く

  

７．奥
おく

戸
ど

・新
しん

小
こ

岩
いわ

地
ち

区
く

 

 

問
とい

４ あなたの世
せ

帯
たい

は、あなたを含
ふく

めて何
なん

人
にん

ですか。（○は１つだけ） 

１．１人
ひ と り

暮
ぐ

らし    ２．２人
にん

 

           ４．４人
にん

 

３．３人
にん

    

５．５人
にん

以
い

上
じょう

 

 
                                                

問
とい

５ 現
げん

在
ざい

、あなたと同
どう

居
きょ

している人
ひと

を選
えら

んでください。（○はいくつでも） 

１．配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

 

２．子
こ

ども 

３．父
ふ

母
ぼ

（配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

の父
ふ

母
ぼ

を含
ふく

む） 

４．祖
そ

父
ふ

母
ぼ

（配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

の祖
そ

父
ふ

母
ぼ

を含
ふく

む） 

５．孫
まご

 

６．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

７．その他
た

親
しん

族
ぞく

、友
ゆう

人
じん

、恋
こい

人
びと

など 

 

問
とい

６ そのうち、あなた自
じ

身
しん

を含
ふく

めた 65歳
さい

以
い

上
じょう

の人
にん

数
ずう

を教
おし

えてください。（○は１つだけ） 

１．１人
にん

 

２．２人
にん

 

３．３人
にん

 

４．４人
にん

 

５．５人
にん

以
い

上
じょう

 

６．０人
にん

（全
ぜん

員
いん

64歳
さい

以
い

下
か

） 

問
とい

７ あなたは現
げん

在
ざい

、仕
し

事
ごと

をしていますか。（○は１つだけ） 

１．している ２．していない 

 

  

【問
とい

４で「２．２人
にん

」～「５．５人
にん

以上
いじょう

」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ】 
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問
とい

８ あなたは認知症
にんちしょう

との診断
しんだん

をうけていますか。（○は１つだけ） 

１．うけている ２．うけていない →問
とい

15 へ ３．わからない →問
とい

15 へ 

 

【問
とい

９から問
とい

14 は、問
とい

８で「１．うけている」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ】 

※ご本人
ほんにん

による記入
きにゅう

が難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご本人
ほんにん

の考
かんが

えを確認
かくにん

し、ご家族
か ぞ く

などが代
か

わりにご記入
きにゅう

ください。 

問
とい

９ 介
かい

護
ご

サービスの利
り

用
よう

について、あなたのお考
かんが

えに近
ちか

いものはどちらですか。 

（○は１つだけ） 

１．介
かい

護
ご

サービスはできるだけ利
り

用
よう

したい 

２．人
ひと

の世
せ

話
わ

になるのが嫌
いや

なので介
かい

護
ご

サービスは利
り

用
よう

したくない 

３．自
じ

分
ぶん

のことは自
じ

分
ぶん

でできるので介
かい

護
ご

サービスは必
ひつ

要
よう

ない 

４．その他
た

（                        ） 

問
とい

10 それぞれの介
かい

護
ご

サービスの利
り

用
よう

についてお答
こた

えください。（○はそれぞれ１つだけ） 

１．自
じ

宅
たく

にヘルパーに来
き

てもらい、身
み

の周
まわ

りの世
せ

話
わ

をしてもらうこと 

１．利
り

用
よう

したい ２．利
り

用
よう

したくない ３．わからない 

２．自
じ

宅
たく

に看
かん

護
ご

師
し

に来
き

てもらい、医
い

療
りょう

のお手
てつだ

伝いをしてもらうこと 

１．利
り

用
よう

したい ２．利
り

用
よう

したくない ３．わからない 

３．施
し

設
せつ

に通
かよ

い、レクリエーションや仲
なか

間
ま

と交
こう

流
りゅう

すること 

１．利
り

用
よう

したい ２．利
り

用
よう

したくない ３．わからない 

４．施
し

設
せつ

や自
じ

宅
たく

でヘルパーの手
て

助
だす

けで入
にゅう

浴
よく

すること 

１．利
り

用
よう

したい ２．利
り

用
よう

したくない ３．わからない 
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※ご本人
ほんにん

による記入
きにゅう

が難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご本人
ほんにん

の考
かんが

えを確認
かくにん

し、ご家族
か ぞ く

などが代
か

わりにご記入
きにゅう

ください。 

問
とい

11 あなたの現
げん

在
ざい

の不
ふ

安
あん

は、次
つぎ

のうちどれですか。（○はいくつでも） 

１．家
か

族
ぞく

に身
しん

体
たい

的
てき

・精
せい

神
しん

的
てき

負
ふ

担
たん

をかけるのではないか 

２．周
しゅう

囲
い

に迷
めい

惑
わく

をかけてしまうのではないか 

３．これまでできていたこと（買
か

い物
もの

や料
りょう

理
り

、洗
せん

濯
たく

、掃
そう

除
じ

、車
くるま

の運
うん

転
てん

など）ができなくなっ

てしまうのではないか 

４．自
じ

宅
たく

で生
せい

活
かつ

することができなくなるのではないか 

５．自
じ

分
ぶん

や家
か

族
ぞく

のことがわからなくなるのではないか 

６．誇
ほこ

りを持
も

って生活
せいかつ

できなくなるのではないか 

７．自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を伝
つた

えられなくなるのではないか 

８．食
しょく

事
じ

やトイレなどの介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

になるのではないか 

９．外出
がいしゅつ

して行方
ゆ く え

がわからなくなるのではないか 

10．その他
た

（                           ） 

問
とい

12 あなたの今
こん

後
ご

の生
せい

活
かつ

についてお考
かんが

えに近
ちか

いものをお選
えら

びください。（○は１つだけ） 

１．家
か

族
ぞく

の支
し

援
えん

や介
かい

護
ご

サービスを利
り

用
よう

して最
さい

後
ご

まで自
じ

宅
たく

で生
せい

活
かつ

したい 

２．食
しょく

事
じ

やトイレなどの身
み

の回
まわ

りのことができなくなったら介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

したい 

３．介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

したい 

４．その他
た

（                            ） 

５．わからない 

問
とい

13 あなたはあなたが認
にん

知
ち

症
しょう

であることを近
きん

所
じょ

の人
ひと

に知
し

ってもらいたいと思
おも

いますか。 

（○は１つだけ） 

１．知
し

ってもらいたい 

２．知
し

ってもらい、見
み

守
まも

りや声
こえ

かけなど協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いしたい 

３．隠
かく

す必
ひつ

要
よう

もないが、あえてそのことを知
し

ってもらいたいと思
おも

わない 

４．できれば知
し

られたくない 

５．知
し

られたくない 

６．その他
た

（                           ） 

７．わからない 
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※ご本人
ほんにん

による記入
きにゅう

が難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご本人
ほんにん

の考
かんが

えを確認
かくにん

し、ご家族
か ぞ く

などが代
か

わりにご記入
きにゅう

ください。 

問
とい

14 認
にん

知
ち

症
しょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

について、知
し

っているものをご回
かい

答
とう

ください。 

（○はそれぞれひとつだけ） 

１．高
こう

齢
れい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

センター（地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センター） 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

のみなさまが住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して暮
く

らすため、区
く

内
ない

14 か所
しょ

に設置
せ っ ち

された身近
み ぢ か

な相談
そうだん

窓
まど

口
ぐち

です。介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の案
あん

内
ない

や介
かい

護
ご

の問
もん

題
だい

、認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

の権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

などの相
そう

談
だん

を受
う

けています。 

このことについてあなたは知
し

っていますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

２．高
こう

齢
れい

者
しゃ

見
み

守
まも

り相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

 

区
く

役
やく

所
しょ

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

支
し

援
えん

課
か

では 65歳
さい

以
い

上
じょう

のひとり暮
ぐ

らし高
こう

齢
れい

者
しゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

のみの世
せ

帯
たい

、認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

など地
ち

域
いき

で見
み

守
まも

り支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

とする方
かた

を対
たい

象
しょう

に、区
く

職
しょく

員
いん

等
とう

が高
こう

齢
れい

者
しゃ

宅
たく

を訪
ほう

問
もん

し、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の支
し

援
えん

につなげる高
こう

齢
れい

者
しゃ

見
み

守
まも

り相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

を設置
せ っ ち

しています。このことについてあなたは知
し

っています

か。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

サポート医
い

・認
にん

知
ち

症
しょう

連
れん

携
けい

医
い

 

区
く

内
ない

の医
い

療
りょう

機
き

関
かん

には、認
にん

知
ち

症
しょう

について高
たか

い専
せん

門
もん

性
せい

を持
も

った認
にん

知
ち

症
しょう

サポート医
い

や認
にん

知
ち

症
しょう

連
れん

携
けい

医
い

がいて、認
にん

知
ち

症
しょう

の診
しん

断
だん

や治
ち

療
りょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

けています。このことについてあなたは知
し

って

いますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

４．もの忘
わす

れ外
がい

来
らい

 

もの忘
わす

れの自
じ

覚
かく

がある方
かた

に対
たい

して、各
かく

種
しゅ

の検
けん

査
さ

を行
おこな

い、認
にん

知
ち

機
き

能
のう

の状
じょう

態
たい

を確
かく

認
にん

・評
ひょう

価
か

し、治
ち

療
りょう

につなげるもの忘
わす

れ外
がい

来
らい

が設
もう

けられています。このことについてあなたは知
し

っていますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

 
 

問
とい

８で認
にん

知
ち

症
しょう

の診
しん

断
だん

を受
う

けていると回
かい

答
とう

した方
かた

へのご質
しつ

問
もん

はここまでです。 

 

アンケートにご協
きょう

力
りょく

いただきまして、誠
まこと

にありがとうございました。 

郵
ゆう

送
そう

で回
かい

答
とう

される場
ば

合
あい

は、ご記
き

入
にゅう

いただきました調
ちょう

査
さ

票
ひょう

を、同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

用
よう

封
ふう

筒
とう

（切
きっ

手
て

不
ふ

要
よう

）に入
い

れて、○月○日（○）までに投
とう

函
かん

してください。 

 



6 

２．認
に ん

知
ち

症
しょう

に関
か ん

する知
ち

識
し き

と認
に ん

識
し き

についておたずねします 

問
とい

15 あなたの認
にん

知
ち

症
しょう

に対
たい

するイメージは、次
つぎ

のうちどれですか。（○はいくつでも） 

 そう思
おも

う 
まあ 

そう思
おも

う 

あまりそう 

思
おも

わない 

そう 

思
おも

わない 

回答例
かいとうれい

  ⇒ １ ２ ３ ４ 

１．認
にん

知
ち

症
しょう

になっても、できないことを工
く

夫
ふう

して

いきいきと生
せい

活
かつ

することができる 
１ ２ ３ ４ 

２．認
にん

知
ち

症
しょう

になっても、家
か

族
ぞく

や医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

などの

サポートを利
り

用
よう

すれば自
じ

立
りつ

した生
せい

活
かつ

を送
おく

るこ

とができる 

１ ２ ３ ４ 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

になると、身
み

の回
まわ

りのことができなく

なるため、介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

に入
はい

ることが必
ひつ

要
よう

になる 
１ ２ ３ ４ 

４．認
にん

知
ち

症
しょう

になると、暴
ぼう

言
げん

、暴
ぼう

力
りょく

など周
まわ

りの人
ひと

に

迷
めい

惑
わく

をかけてしまうので、地
ち

域
いき

で生
せい

活
かつ

するこ

とが難
むずか

しい  

１ ２ ３ ４ 

５．認
にん

知
ち

症
しょう

の 症
しょう

状
じょう

が進
しん

行
こう

すると何
なに

もできなく 

なってしまう  
１ ２ ３ ４ 

問
とい

16 認
にん

知
ち

症
しょう

について、あなたが知
し

っていることを選
えら

んでください。（○はいくつでも） 

１．認
にん

知
ち

症
しょう

は誰
だれ

にでも発症
はっしょう

する可能性
かのうせい

がある 

２．認
にん

知
ち

症
しょう

の発
はっ

症
しょう

には 食
しょく

生
せい

活
かつ

や運
うん

動
どう

習
しゅう

慣
かん

、睡
すい

眠
みん

やストレスなどが関
かん

係
けい

していることが指
し

摘
てき

されている 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

には種類
しゅるい

（アルツハイマー型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

、血管性
けっかんせい

認
にん

知
ち

症
しょう

、レビー小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

な

ど）がある 

４．認
にん

知
ち

症
しょう

は治
ち

療
りょう

で症
しょう

状
じょう

が改
かい

善
ぜん

する場
ば

合
あい

がある 

５．早
そう

期
き

の治
ち

療
りょう

で認
にん

知
ち

症
しょう

の進
しん

行
こう

を遅
おく

らせることができる場
ば

合
あい

がある 

６．認
にん

知
ち

症
しょう

は、記
き

憶
おく

や理
り

解
かい

・判
はん

断
だん

力
りょく

が低
てい

下
か

するため、これまでできたことができなくなる 

７．認
にん

知
ち

症
しょう

は、不
ふ

安
あん

、うつ状
じょう

態
たい

、幻
げん

覚
かく

・妄
もう

想
そう

、興
こう

奮
ふん

などを伴
ともな

うことがある 

８．記
き

憶
おく

力
りょく

の低
てい

下
か

などはあるが、認
にん

知
ち

症
しょう

ではない状
じょう

態
たい

を軽
けい

度
ど

認
にん

知
ち

障
しょう

害
がい

（ＭＣＩ）といい、

認
にん

知
ち

症
しょう

の前
まえ

段
だん

階
かい

としてとらえられている 

９．その他
た

（                               ） 

10．該
がい

当
とう

なし 
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問
とい

17 認
にん

知
ち

症
しょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

について、知
し

っているものをご回
かい

答
とう

ください。 

（○はそれぞれひとつだけ） 

１．高
こう

齢
れい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

センター（地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センター） 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

のみなさまが住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して暮
く

らすため、区
く

内
ない

14 か所
しょ

に設置
せ っ ち

された身近
み ぢ か

な相談
そうだん

窓
まど

口
ぐち

です。介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の案
あん

内
ない

や介
かい

護
ご

の問
もん

題
だい

、認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

の権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

などの相
そう

談
だん

を受
う

け付
つ

けています。

このことについてあなたは知
し

っていますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

２．高
こう

齢
れい

者
しゃ

見
み

守
まも

り相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

 

区
く

役
やく

所
しょ

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

支
し

援
えん

課
か

では 65歳
さい

以
い

上
じょう

のひとり暮
ぐ

らし高
こう

齢
れい

者
しゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

のみの世
せ

帯
たい

、認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

など地
ち

域
いき

で見
み

守
まも

り支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

とする方
かた

を対
たい

象
しょう

に、区
く

職
しょく

員
いん

等
とう

が高
こう

齢
れい

者
しゃ

宅
たく

を訪
ほう

問
もん

し、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の支
し

援
えん

につなげる高
こう

齢
れい

者
しゃ

見
み

守
まも

り相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

を設置
せ っ ち

しています。このことをあなたは知
し

っていますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

サポート医
い

・認
にん

知
ち

症
しょう

連
れん

携
けい

医
い

 

区
く

内
ない

の医
い

療
りょう

機
き

関
かん

には、認
にん

知
ち

症
しょう

について高
たか

い専
せん

門
もん

性
せい

を持
も

った認
にん

知
ち

症
しょう

サポート医
い

や認
にん

知
ち

症
しょう

連
れん

携
けい

医
い

がいて、認
にん

知
ち

症
しょう

の診
しん

断
だん

や治
ち

療
りょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

けています。このことについてあなたは知
し

って

いますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

４．もの忘
わす

れ外
がい

来
らい

 

もの忘
わす

れの自
じ

覚
かく

がある方
かた

に対
たい

して、各
かく

種
しゅ

の検
けん

査
さ

を行
おこな

い、認
にん

知
ち

機
き

能
のう

の状
じょう

態
たい

を確
かく

認
にん

・評
ひょう

価
か

し、治
ち

療
りょう

につなげるもの忘
わす

れ外
がい

来
らい

が設
もう

けられています。このことについてあなたは知
し

っていますか。 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 
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問
とい

18 あなたは、認
にん

知
ち

症
しょう

を予
よ

防
ぼう

するために、効果
こ う か

があると思
おも

うものは何
なん

ですか。 

（○はいくつでも） 

１．規
き

則
そく

正
ただ

しい食
しょく

生
せい

活
かつ

を送
おく

る 

２．タバコを吸
す

わない 

３．定
てい

期
き

的
てき

に運
うん

動
どう

をする 

４．趣
しゅ

味
み

を持
も

つ 

５．仕
し

事
ごと

やボランティア活
かつ

動
どう

をする 

６．家
か

族
ぞく

や地
ち

域
いき

の人
ひと

と積
せっ

極
きょく

的
てき

にコミュニケーションをとる 

７．友
ゆう

人
じん

や仲
なか

間
ま

をつくる 

８．閉
と

じこもらずに外
がい

出
しゅつ

する 

９．定
てい

期
き

的
てき

に健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

を受
う

ける（もの忘
わす

れ予
よ

防
ぼう

健
けん

診
しん

を受
う

ける） 

10．糖
とう

尿
にょう

病
びょう

などの生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

を予
よ

防
ぼう

する 

11．その他
た

（                           ） 

12．上
じょう

記
き

に該
がい

当
とう

なし 

 

問
とい

19 あなたは、認
にん

知
ち

症
しょう

を予
よ

防
ぼう

するために、取組
と り く

んでいるものは何
なん

ですか。 

（○はいくつでも） 

１．規
き

則
そく

正
ただ

しい食
しょく

生
せい

活
かつ

を送
おく

る 

２．タバコを吸
す

わない 

３．定
てい

期
き

的
てき

に運
うん

動
どう

をする 

４．趣
しゅ

味
み

を持
も

つ 

５．仕
し

事
ごと

やボランティア活
かつ

動
どう

をする 

６．家
か

族
ぞく

や地
ち

域
いき

の人
ひと

と積
せっ

極
きょく

的
てき

にコミュニケーションをとる 

７．友
ゆう

人
じん

や仲
なか

間
ま

をつくる 

８．閉
と

じこもらずに外
がい

出
しゅつ

する 

９．定
てい

期
き

的
てき

に健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

を受
う

ける（もの忘
わす

れ予
よ

防
ぼう

健
けん

診
しん

を受
う

ける） 

10．糖
とう

尿
にょう

病
びょう

などの生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

を予
よ

防
ぼう

する 

11．その他
た

（                           ） 

12．上
じょう

記
き

に該
がい

当
とう

なし 
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問
とい

20 若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

とは 65歳
さい

未満
み ま ん

で認知
に ん ち

症 状
しょうじょう

が発症
はっしょう

するものです。発症
はっしょう

する年齢
ねんれい

が

平均
へいきん

54.4歳
さい

と若
わか

いことから、高齢期
こうれいき

の認知症
にんちしょう

との違
ちが

いを知
し

ることが大切
たいせつ

とされていま

す。 

１．若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

のことについてあなたは知
し

っていますか。 
 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

 

２．若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

の世代
せ だ い

では夫婦間
ふうふかん

の問題
もんだい

、子
こ

どもの養育
よういく

や教育
きょういく

など、家
か

庭内
ていない

に大
おお

きな問題
もんだい

 

  を引
ひ

き起
お

こすことがあるといわれています。このことについてあなたは知
し

っていますか。 
 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 

 

３．また、介護者
かいごしゃ

は配偶者
はいぐうしゃ

に集 中
しゅうちゅう

することが多
おお

く、介護者
かいごしゃ

は、気分
き ぶ ん

が落
お

ち込
こ

んだり、孤立感
こりつかん

 

を感
かん

じたりすることがあるといわれています。このことについてあなたは知
し

っています

か。 
 
１．知

し

っている ２．知
し

らない 

 

４．若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

総合
そうごう

支援
し え ん

センター 

専任
せんにん

の若年性
じゃくねんせい

認知症
にんちしょう

支援
し え ん

コーディネーターが、電話
で ん わ

・面談
めんだん

・訪問
ほうもん

を行
おこな

いながら、ご本人
ほんにん

のニーズや状態
じょうたい

に応
おう

じて、ワンストップ支援
し え ん

により、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

、介護
か い ご

などの多岐
た き

に渡
わた

る

情報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

しています。このことについてあなたは知
し

っていますか。 
 

１．知
し

っている ２．知
し

らない 
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３． 認
に ん

知
ち

症
しょう

の方
か た

との関
か か

わりについておたずねします 

問
とい

21 あなたは、今
いま

までに認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

と接
せっ

した経
けい

験
けん

がありますか。（○はいくつでも） 

１．家
か

族
ぞく

や親
しん

戚
せき

に認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

がいた（いる） 

２．友
ゆう

人
じん

、知
ち

人
じん

や近
きん

隣
りん

に認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

がいた（いる） 

３．ボランティア活
かつ

動
どう

の場
ば

に認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

がいた（いる） 

４．サークル・趣
しゅ

味
み

の活
かつ

動
どう

の場
ば

に認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

がいた（いる） 

５．職
しょく

場
ば

に認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

がいた（いる） 

６．１～５以
い

外
がい

→具
ぐ

体
たい

的
てき

に（                         ） 

７．経
けい

験
けん

はない 

 

問
とい

22 あなたは、近
きん

所
じょ

に認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

がいたら、どのように接
せっ

しますか。現
げん

在
ざい

のお気
き

持
も

ちに最
もっと

も近
ちか

いものをご回
かい

答
とう

ください。（○は１つだけ） 

１．会
あ

ったら自
じ

分
ぶん

から声
こえ

をかける、話
はな

しかける 

２．何
なに

か困
こま

っている様
よう

子
す

があったら声
こえ

をかける 

３．どのように接
せっ

して良
よ

いかわからないので遠
とお

くで見
み

守
まも

る 

４．できるだけ関
かか

わらないようにする 

５．その他
た

（                           ） 

６．わからない 
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４．認
に ん

知
ち

症
しょう

への不
ふ

安
あ ん

や生
せ い

活
か つ

についておたずねします 

問
とい

23 あなたは認
にん

知
ち

症
しょう

になることに対
たい

して、不
ふ

安
あん

がありますか。 

１．ある ２．ない →問
とい

25 へ 

 

【問
とい

23 で「１．ある」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ】 

問
とい

24 あなたの認
にん

知
ち

症
しょう

に対
たい

する不
ふ

安
あん

は、次
つぎ

のうちどれですか。（○はいくつでも） 

１．家
か

族
ぞく

に身
しん

体
たい

的
てき

・精
せい

神
しん

的
てき

負
ふ

担
たん

をかけるのではないか 

２．周
しゅう

囲
い

に迷
めい

惑
わく

をかけてしまうのではないか 

３．これまでできていたこと（買
か

い物
もの

や料
りょう

理
り

、洗
せん

濯
たく

、掃
そう

除
じ

、車
くるま

の運
うん

転
てん

など）ができなくなっ

てしまうのではないか 

４．自
じ

宅
たく

で生
せい

活
かつ

することができなくなるのではないか 

５．自
じ

分
ぶん

や家
か

族
ぞく

のことがわからなくなるのではないか 

６．誇
ほこ

りを持
も

って生活
せいかつ

できなくなるのではないか 

７．自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を伝
つた

えられなくなるのではないか 

８．食
しょく

事
じ

やトイレなどの介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

になるのではないか 

９．外
がい

出
しゅつ

して行方
ゆ く え

がわからなくなるのではないか 

10．その他
た

（                           ） 

問
とい

25 あなたは、認
にん

知
ち

症
しょう

になった場
ば

合
あい

、どこで生
せい

活
かつ

したいですか。（○は１つだけ） 

１．家
か

族
ぞく

の支
し

援
えん

や介
かい

護
ご

サービスを利
り

用
よう

して最
さい

後
ご

まで自
じ

宅
たく

で生
せい

活
かつ

したい 

２．食
しょく

事
じ

やトイレなどの身
み

の回
まわ

りのことができなくなったら介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

したい 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

であるとわかった段
だん

階
かい

で介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

したい 

４．その他
た

（                            ） 

５．わからない 

 

問
とい

26 あなたや家
か

族
ぞく

、身
み

近
ぢか

な人
ひと

が認
にん

知
ち

症
しょう

になった場
ば

合
あい

、そのことを近
きん

所
じょ

の人
ひと

に知
し

ってもらい

たいと思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

１．知
し

ってもらいたい 

２．知
し

ってもらい、見
み

守
まも

りや声
こえ

かけなど協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いしたい 

３．隠
かく

す必
ひつ

要
よう

もないが、あえてそのことを知
し

ってもらいたいと思
おも

わない 

４．できれば知
し

られたくない 

５．知
し

られたくない 

６．その他
た

（                           ） 

７．わからない 
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５．認
に ん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
か た

の支
し

援
え ん

についておたずねします 

問
とい

27 あなたの家
か

族
ぞく

に認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
かた

はいますか。（○は１つだけ） 

１．いる ２．いない →問
とい

36 へ ３．わからない →問
とい

36 へ 

 

【問
とい

28 から問
とい

30 は、問
とい

27 で「１．いる」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ】 

問
とい

28 認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
かた

の要
よう

介
かい

護
ご

度
ど

は、次
つぎ

のうちどれですか。（○は１つだけ） 

１．要
よう

支
し

援
えん

１ 

２．要
よう

支
し

援
えん

２ 

３．要
よう

介
かい

護
ご

１ 

４．要
よう

介
かい

護
ご

２ 

５．要
よう

介
かい

護
ご

３ 

６．要
よう

介
かい

護
ご

４ 

７．要
よう

介
かい

護
ご

５ 

８．わからない 

９．認定
にんてい

なし 

問
とい

29 認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
かた

の暮
く

らしの状
じょう

況
きょう

は、次
つぎ

のうちどれですか。（○は１つだけ） 

１．介
かい

護
ご

している家
か

族
ぞく

と同
どう

居
きょ

している 

２．介
かい

護
ご

している家
か

族
ぞく

と別
べっ

居
きょ

している 

３．施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

している 

４．その他
た

（             ） 

問
とい

30 主
おも

にどなたが認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
かた

の介
かい

護
ご

を行
おこな

っていますか。（○は１つだけ） 

１．自
じ

分
ぶん

（回
かい

答
とう

者
しゃ

） 

２．配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

 

３．子
こ

ども 

４．専
せん

門
もん

の介
かい

護
ご

スタッフ 

５．その他
た

 

（           ） 

 

【問
とい

31 から問
とい

35 は、問
とい

30 で「１．自
じ

分
ぶん

（回
かい

答
とう

者
しゃ

）」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ、それ以
い

外
がい

の方
かた

は問
とい

34 へ】 

問
とい

31 認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
かた

の介
かい

護
ご

で、困
こま

っていることは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 

１．一人
ひ と り

で出歩
で あ る

くなど、目
め

が行
ゆ

き届
とど

かない 

２．暴
ぼう

力
りょく

や暴
ぼう

言
げん

を受
う

ける 

３．本
ほん

人
にん

が病
びょう

院
いん

の診
しん

察
さつ

を拒
きょ

否
ひ

する 

４．本
ほん

人
にん

が介
かい

護
ご

サービスを受
う

けたがらない 

５．認
にん

知
ち

症
しょう

に対
たい

応
おう

した施
し

設
せつ

に空
あ

きがない 

６．介
かい

護
ご

の方
ほう

法
ほう

がわからない 

７．家
か

族
ぞく

の理
り

解
かい

・協
きょう

力
りょく

が得
え

られない 

８．介
かい

護
ご

で疲
つか

れてしまう 

９．その他
た

（             ） 

10．特
とく

にない 
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問
とい

32 認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

がある方
かた

の介
かい

護
ご

について、あなたが感
かん

じる負
ふ

担
たん

は、次
つぎ

のうちどれです

か。（○はそれぞれ１つだけ） 

負
ふ

担
たん

感
かん

 
非
ひ

常
じょう

に 

大
おお

きい 
やや大

おお

きい あまりない ない 

回答例
かいとうれい

  ⇒ １ ２ ３ ４ 

１．食
しょく

事
じ

の介
かい

助
じょ

 １ ２ ３ ４ 

２．移
い

動
どう

の介
かい

助
じょ

 １ ２ ３ ４ 

３．トイレの介
かい

助
じょ

 １ ２ ３ ４ 

４．入
にゅう

浴
よく

の介
かい

助
じょ

 １ ２ ３ ４ 

５．不
ふ

安
あん

やうつ症
しょう

状
じょう

に対
たい

する対
たい

応
おう

 １ ２ ３ ４ 

６．幻
げん

覚
かく

や妄
もう

想
そう

への対
たい

応
おう

 １ ２ ３ ４ 

７．イライラ、興
こう

奮
ふん

への対
たい

応
おう

 １ ２ ３ ４ 

８．歩
ある

き回
まわ

る、道
みち

に迷
まよ

う １ ２ ３ ４ 
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問
とい

33 今
いま

まで介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスを利用
り よ う

したことがありますか。（○は１つだけ） 

１．利用
り よ う

した ２．利用
り よ う

したことがない →問
とい

35 へ ３．わからない →問
とい

36 へ 

 

【問
とい

34 は、問
とい

33 で「１．利用
り よ う

した」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ】 

問
とい

34 以下
い か

の介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスについて、利用
り よ う

状 況
じょうきょう

をご回答
かいとう

ください。（それぞれ１つに○） 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービス名
めい

／利用
り よ う

状 況
じょうきょう

 
利用
りよう

したことが 

ある 

利用
りよう

したことが 

ない 
わからない 

回答例
かいとうれい

  ⇒ １ ２ ３ 

１．訪問
ほうもん

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス） １ ２ ３ 

２．訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

介護
か い ご

 １ ２ ３ 

３．訪問
ほうもん

看護
か ん ご

 １ ２ ３ 

４．訪問
ほうもん

リハビリステーション １ ２ ３ 

５．通所
つうしょ

介護
か い ご

（デイサービス） １ ２ ３ 

６．通所
つうしょ

リハビリステーション（デイケア） １ ２ ３ 

７．夜間
や か ん

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 １ ２ ３ 

８．定期
て い き

巡回
じゅんかい

・随時
ず い じ

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

看護
か ん ご

 １ ２ ３ 

９．小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 １ ２ ３ 

10．看護
か ん ご

小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 １ ２ ３ 

11．短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） １ ２ ３ 

12．居宅
きょたく

療養
りょうよう

管理
か ん り

指導
し ど う

 １ ２ ３ 

【問
とい

35 は、問
とい

33 で「２．利用
り よ う

したことがない」を選
せん

択
たく

した方
かた

のみ 

問
とい

35 介護
か い ご

サービスを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。（○はいくつでも） 

１．現状
げんじょう

ではサービスを利用
り よ う

するほどの状態
じょうたい

ではない  

２．本人
ほんにん

にサービス利用
り よ う

の希望
き ぼ う

がない 

３．家族
か ぞ く

が介護
か い ご

をするため必要
ひつよう

ない  

４．利用料
りようりょう

を支払
し は ら

うのが難
むずか

しい 

５．サービスを受
う

けたいが手続
て つ づ

きや利用
り よ う

方法
ほうほう

がわからない  

６．利用
り よ う

したいサービスが利用
り よ う

できない、身近
み じ か

にない 

７．以前
い ぜ ん

、利用
り よ う

していたサービスに不満
ふ ま ん

があった 

８．その他
た

（                    ） 

９．わからない 
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６．地
ち

域
いき

や 周
しゅう

囲
い

の理
り

解
かい

についておたずねします 

問
とい

36 あなたのお住
す

まいの地
ち

域
いき

は地
ち

域
いき

のつながりが強
つよ

いと思
おも

いますか（○は１つだけ） 

１．そう思
おも

う 

２．ややそう思
おも

う 

３．あまりそう思
おも

わない 

４．そう思
おも

わない 

問
とい

37 あなたは、認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

が地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

のなかで、人
じん

格
かく

を持
も

った一人
ひ と り

の人
にん

間
げん

として尊
そん

重
ちょう

さ

れていると思
おも

いますか（○は１つだけ） 

１．そう思
おも

う 

２．ややそう思
おも

う 

３．あまりそう思
おも

わない 

４．そう思
おも

わない 

問
とい

38 その理
り

由
ゆう

をお書
か

きください（自
じ

由
ゆう

回
かい

答
とう

） 

 

問
とい

39 認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

の意
い

思
し

の尊
そん

重
ちょう

についてあなたの 考
かんが

え方
かた

にもっとも近
ちか

いものをお答
こた

えく

ださい（それぞれ１つに○） 

 本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

を 

尊
そん

重
ちょう

する 

本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

を尊
そん

重
ちょう

しながら、家
か

族
ぞく

や

専
せん

門
もん

家
か

が判
はん

断
だん

する 

家
か

族
ぞく

や専
せん

門
もん

家
か

が 

代
か

わって 

判
はん

断
だん

する 

回答例
かいとうれい

 ⇒ １ ２ ３ 

１．介
かい

護
ご

サービスに関
かん

すること １ ２ ３ 

２．医
い

療
りょう

に関
かん

すること １ ２ ３ 

３．財
ざい

産
さん

に関
かん

すること １ ２ ３ 

４．生
せい

活
かつ

に関
かん

すること １ ２ ３ 
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問
とい

40 認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

について、あなたの考
かんが

えをお答
こた

えください（それぞれ１つに○） 

 そう思
おも

う そう思
おも

わない 

回答例
かいとうれい

   ⇒ １ ２ 

１．認
にん

知
ち

症
しょう

になると何
なに

もわからなくなる １ ２ 

２．妄
もう

想
そう

や暴
ぼう

言
げん

で周
まわ

りの人
ひと

に迷
めい

惑
わく

をかける １ ２ 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

は治
なお

らない １ ２ 

４．認
にん

知
ち

症
しょう

になることは恥
は

ずかしいことだ １ ２ 

５．認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

はすぐ忘
わす

れるから楽
らく

だ １ ２ 

６．認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

が 考
かんが

えていることはわからない １ ２ 

７．認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の行
こう

動
どう

にはすべて理
り

由
ゆう

がある １ ２ 

８．認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

は自
じ

分
ぶん

でもとても不
ふ

安
あん

だ １ ２ 
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７．区
く

の取
とり

組
くみ

についておたずねします 

問
とい

41 葛飾
かつしか

区
く

が取
とり

組
く

む以
い

下
か

の認
にん

知
ち

症
しょう

施
し

策
さく

（関
かん

連
れん

するものを含
ふく

む）について、ご回
かい

答
とう

ください。

（○はそれぞれ１つずつ） 

１．オレンジカフェ（認
にん

知
ち

症
しょう

カフェ） 

認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

やその家
か

族
ぞく

、地
ち

域
いき

の方
かた

、専
せん

門
もん

スタッフなどが集
つど

い、会
かい

話
わ

を楽
たの

しむ場
ば

所
しょ

です。もの忘
わす

れ

や認
にん

知
ち

症
しょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

ができます。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 

２．認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

家
か

族
ぞく

会
かい

 

認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

を介
かい

護
ご

する家
か

族
ぞく

やすでに介
かい

護
ご

を終
お

えた方々
かたがた

が集
あつ

まり、悩
なや

みや情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

し、支
ささ

え合
あ

う場
ば

です。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 

３．もの忘
わす

れ予
よ

防
ぼう

健
けん

診
しん

 

区
く

内
ない

の医
い

療
りょう

機
き

関
かん

において、医
い

師
し

による問
もん

診
しん

と簡
かん

単
たん

な検
けん

査
さ

を行
おこな

い、認
にん

知
ち

症
しょう

の疑
うたが

いを早
そう

期
き

に発
はっ

見
けん

し、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

の診
しん

断
だん

につなげます。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 

４．もの忘
わす

れ訪
ほう

問
もん

サポート（認
にん

知
ち

症
しょう

初
しょ

期
き

集
しゅう

中
ちゅう

支
し

援
えん

チーム） 

認
にん

知
ち

症
しょう

は早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

・早
そう

期
き

支
し

援
えん

が大
たい

切
せつ

です。看
かん

護
ご

師
し

などの専
せん

門
もん

職
しょく

が、認
にん

知
ち

症
しょう

が疑
うたが

われる方
かた

等
とう

の

ご家
か

庭
てい

を訪
ほう

問
もん

して 病
びょう

院
いん

受
じゅ

診
しん

や介
かい

護
ご

サービス利
り

用
よう

、家
か

族
ぞく

支
し

援
えん

などの初
しょ

期
き

支
し

援
えん

を集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

に行
おこな

いま

す。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 

５．家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

者
しゃ

ほっとあんしんダイヤル 

「介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

ってなに？」「どこに相
そう

談
だん

すればいいの？」「家
か

族
ぞく

の介
かい

護
ご

に疲
つか

れた」など、介
かい

護
ご

に関
かん

す

る悩
なや

みや困
こま

り事
ごと

など、家
か

族
ぞく

を介
かい

護
ご

している方
かた

からの相
そう

談
だん

に、福
ふく

祉
し

や医
い

療
りょう

などの資
し

格
かく

を有
ゆう

する職
しょく

員
いん

が電
でん

話
わ

で応
おう

じます。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 

６．おうちで学
まな

ぶ快
かい

適
てき

介
かい

護
ご

 

在
ざい

宅
たく

で高
こう

齢
れい

者
しゃ

等
とう

を介
かい

護
ご

しているご家
か

族
ぞく

が、日
ひ

頃
ごろ

困
こん

難
なん

に感
かん

じている介
かい

護
ご

方
ほう

法
ほう

について、ホームヘル

パー等
とう

がご自
じ

宅
たく

を訪
ほう

問
もん

して、実
じつ

演
えん

を交
まじ

えながら介護
か い ご

のコツをわかりやすく指
し

導
どう

し、介
かい

護
ご

に関
かん

する

知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

のアドバイスをします。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 
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７．家
か

族
ぞく

等
とう

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

家
か

族
ぞく

が 休
きゅう

息
そく

できるよう、介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

などで、「通
かよ

い」または「泊
とま

り」にて一
いち

時
じ

的
てき

にお世
せ

話
わ

します。 

１．利
り

用
よう

したことがある ２．知
し

っているが、利
り

用
よう

していない ３．知
し

らない 

 

問
とい

42 葛飾
かつしか

区
く

の取組
とりくみ

について、あなたが知
し

っているものはありますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

知
し

っている／利
り

用
よう

しているもの 
利
り

用
よう

したこと

がある 

知
し

っているが、 

利
り

用
よう

していない 
知
し

らない 

回答例
かいとうれい

  ⇒ １ ２ ３ 

１．認
にん

知
ち

症
しょう

サポーター養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

 １ ２ ３ 

２．認
にん

知
ち

症
しょう

サポータースキルアップ講
こう

座
ざ

 １ ２ ３ 

３．もの忘
わす

れ相
そう

談
だん

会
かい

 １ ２ ３ 

４．おでかけあんしんシール １ ２ ３ 

５．おでかけあんしん保
ほ

険
けん

 

（損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

責
せき

任
にん

保
ほ

険
けん

） 
１ ２ ３ 

６．認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

等
とう

位
い

置
ち

探
たん

索
さく

サービス 

助
じょ

成
せい

事
じ

業
ぎょう

 
１ ２ ３ 

７．介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

（認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

） 教
きょう

室
しつ

 

脳
のう

力
ぢから

トレーニング 
１ ２ ３ 

８．介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

（認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

） 教
きょう

室
しつ

 

回
かい

想
そう

法
ほう

 
１ ２ ３ 

９．介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

（認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

） 教
きょう

室
しつ

 

ふれあい銭
せん

湯
とう

 
１ ２ ３ 

10．その他
た

（             ） １ ２  
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問
とい

43 あなたは、認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

やご家族
か ぞ く

への支
し

援
えん

で今
こん

後
ご

充
じゅう

実
じつ

していかなければならないもの

は、次
つぎ

のうちどれですか。（○はいくつでも） 

１．認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

を介
かい

護
ご

している人
ひと

のための介
かい

護
ご

教
きょう

室
しつ

 

２．認
にん

知
ち

症
しょう

に関
かん

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

を持
も

った支
し

援
えん

者
しゃ

の養
よう

成
せい

 

３．認
にん

知
ち

症
しょう

に関
かん

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

を普
ふ

及
きゅう

するための啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

 

４．若
じゃく

年
ねん

性
せい

認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

への相
そう

談
だん

支
し

援
えん

 

５．近
きん

隣
りん

住
じゅう

民
みん

などによる見
み

守
まも

り 

６．行方
ゆ く え

不
ふ

明
めい

の認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

を早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

するための取
とり

組
くみ

 

７．判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方
かた

を法律的
ほうりつてき

に保護
ほ ご

する成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

の利
り

用
よう

 

８．認
にん

知
ち

症
しょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

や病
びょう

院
いん

、介
かい

護
ご

サービスなどの情
じょう

報
ほう

が簡
かん

単
たん

に収
しゅう

集
しゅう

できる 

仕
し

組
く

み（例
れい

：介
かい

護
ご

相
そう

談
だん

） 

９．認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

を介
かい

護
ご

する家
か

族
ぞく

の交
こう

流
りゅう

などができる場
ば

（例
れい

：認
にん

知
ち

症
しょう

家
か

族
ぞく

の会
かい

） 

10．電
でん

球
きゅう

交
こう

換
かん

や草
くさ

むしりなど、簡
かん

単
たん

な家
か

事
じ

を支
ささ

えるサービス 

11．認
にん

知
ち

症
しょう

の方
かた

が社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

できる場
ば

（例
れい

：サロン・カフェ、ボランティア活
かつ

動
どう

など） 

12．地
ち

域
いき

からの孤
こ

立
りつ

防
ぼう

止
し

や安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

のための定
てい

期
き

的
てき

な訪
ほう

問
もん

 

13．認
にん

知
ち

症
しょう

専
せん

門
もん

医
い

の紹
しょう

介
かい

 

14．認
にん

知
ち

症
しょう

グループホームなどの施
し

設
せつ

整
せい

備
び

 

15．その他
た

（                            ） 

16．特
とく

にない 

17．わからない 

 

問
とい

44 認
にん

知
ち

症
しょう

についてのご意見
い け ん

・ご要望
ようぼう

を自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

アンケートにご協
きょう

力
りょく

いただきまして、誠
まこと

にありがとうございました。 

郵
ゆう

送
そう

で回
かい

答
とう

される場
ば

合
あい

は、ご記
き

入
にゅう

いただきました調
ちょう

査
さ

票
ひょう

を、同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

用
よう

封
ふう

筒
とう

（切
きっ

手
て

不
ふ

要
よう

）に入
い

れて、○月○日（○）までに投
とう

函
かん

してください。 

 


